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情報処理

我が国経済の極めて厳しい諸環j寛,20年に及ぶ経営全般の事務処理への

EDP利用の実績と普及度,そして一段と加速度を増しているコンピュータ

及び半導体技術の進歩を背景にして,EDP利用の方向にも大きな変化がみ

られようとしてし､る｡それはまさに｢点から線へ,そして線から面へ+の

適用領域の拡大であり,より有効なEDP活用の方向である｡

HITAC Lシリーズのような高惟能で廉価な中小形機の出現は,経営の

第一一一線部門に密着した情報二【ズに適合したシステム化を促し,より経営

に有効な分散処理システムを実現しつつある｡このようなシステムの拡散

は真のシステムニーズをもつエンドユ【サーによるシステム開発を,より

簡便･答易にするためのソフトウェアサポートが不可欠となi′),"NHELP''

オンラインシステムをはじめVOSl-S,VOSOのような優れた機能をも

つソフトウェアが必要となってく る｡

一方,最高度の技術を駆使したHITAC M-200Hが開発され,世界最高

クラスの超大形機として,今後の我が国を先導する産業としての期待と役

割に応じた｡またこれらの先端技術は,既開発のHITAC M-180のほかに

も反映され,大幅な機能･惟能の拡弓良を実現し,更により高い価格性能比

の追求を続けていくことであろう｡

EDP適用の面としての広がりは必然的にデータ通信の拡大を求め,H本

電信電話公社の新データ網サ【ビスの開始とともに新しいコンビュ【タネ

ットワーク時代への幕明けとなるであろう｡
制御用コンビュ【タの分野でも全く同様で,汎朋コンピュータと結合した

-一一体化システムの要求により,"HDCS''が開発され,またHIDIC
80-E,

HIDIC-Sなど最新の技術を駆使した高件能機を開発した｡

第一線部門に密着したシステムは,各種各様な優れた機能･件能,高い

操作性及び高信頼度の端末の要請となり,HITAC T-590/13,11などの各

種の端末及び分散形OCRなどが開発された｡これら端末機には随所にマイ

クロコンピュータが使用され,豊富な機能と高い信束削生をより廉価に実現

させている｡

HITAC,HIDICのユーザーでの情報処理面でも,幾つかの特長が昆頁著

であり,今後ますますこの方向が大きく現われてくるであろう｡その第一

は,やはr)｢面+としての広がりである｡中華人民共和国気象局納めのBQS

システムは,近く世界各回との気象情報の交換･相互利用_によr),地球全

体の気象観測網の充実を通して人類に貢献するであろう｡/卜後,国内の企

業内でも株式会社コマンド,日本国有鉄道のような分散システムが多くな

っていくであろう｡第二は,このようなシステム拡散は,エンドユーザー
主導形システム開発を促す｡このことは,ソフトウェア開発･保守の容易

化,効率化の手段を提供することが必要となr),その対応策として,ソフ

トウエアの部品化や,"NADAP'',"HIHOPS''にみられるような標準パッ

ケージ化があり,制御用システムでもソフトウェア生産性向上のための一貫

テストシステム"HITEST'1などが開発されている｡第三は,EDP適用業務

の高度化指向である｡"HICAMS'',DICS,PCSSなどのシステムバッケ

【ジは真に経営に貢献する情報システム化のための有用なソフトウェア機
能として期待されるであろう｡
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電子計算機
H一丁AC L-330/L-340システム

の開発

HITAC L-330/L-340システムは,

分散処理用コンピュータHITAC Lシリ

ーズとして,上位HITAC
Mシリーズ

及び下位HITAC L-320システムと統一

した思想のもとに開発した汎用中小形

コンピュータシステムである｡システ

ムプログラムとして,上位互換性を考

慮LたVOS O(L-330用),VOSl-S

(L-340用)が使われ,入出力装置とし

てはMシリーズと共通の高性能なもの

のほかに,Lシリーズ用に新しく開発

された経1斉件の高いものが接続可能で

ある｡

Mシリーズをホスト コンピュータと

し,L-330/L-340をタⅥミナルノード

コンビュⅥタとして,新しいネットワ

ークアーキテクチャ"HNA''(Hitachi
Network Architecture)を使用するこ

とにより,充実した分散処理ネットワー

クを構成できるようにしている(図1)｡

H一丁AC Lシリーズソフトウェア

の開発"VOSl-S,VOSO”

HITAC Lシリーズの汎用オペレ【

ティングシステムであるVOS(Virtual

Storage Operating System)1-Sと

VOSOを開発した｡それぞれHITAC

L-340,HITAC L-330処理装置を中

心とした計算機システムに対応してい



図2 VOSO/VOS卜Sの処

理形態
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言エき言レイT賢雪写苧苦警サブル_チンパッケージ(BGS｡)

"NHELP'l(New
拡張RPG
COBOL

ファイル伝送プログラム

リモートバッチ端末処理プログラム(RESP)
リモートバッチプログラム(RMT)
通信制御装置ローダ/ダンプ

HitachiEffeotive Lib｢a｢y for Program)

拡張COBOL

拡張FORTRAN

実行型FORTRAN

最適化PL/l

データベース/データコミ

ニケーションプログラム

アプリケーション
プログラム

移行用プログラム

t
CUTE(Customer's Te｢minaiEquipmentサポートプログラム)
PDM(PraticalData Manager)
TMS-1(Transaction Management System-1)

る｡共通した特長は,分散処理システ

ムを構築するときの拠点システムの効

果的な運用を図るために,簡易性を追

求しエンドユーザーが直接システムを

使用できるようにしたことである｡利

用する場合の処理形態を図2に示す｡

(1)バッチ処理:突発的な業務の発生

に対して,オンデマンドに処理する機

能,直接データ入力機能をもつ｡"NHE

LP”(New HitacbiEffective Libra_

ry for Programming)簡易言語によ

り,直接手軽にアクセスできる｡

(2)ネットワーク処理:バックアップ

処理をも含んだオンラインシステムを

"NHELP''言語で作成できる｡ネットワー

ク内のジョブの伝送と処理,ファイルの

伝送をRMT(VOSl-Sのみ),RESP,

FITを使用して即時に実現できる｡オ

ンライン中継処理をもできるTMS-1に

よる本格オンライン,PDMによるデー

タベースの建設が可能であり,これら

がCOI】OL,"NHELP''などの言語を

通して実現できる｡

(3)ファミリーノ性:同じHITAC Lシ

リーズの一員であるL-320システムと

の整合性,互換性,更にはホスト計算

オンライン中触理!

注:略字説明

"NHEJP”=New H舶chiEffeotive

+佃｢a｢y for Programming

RESP=Remote-batoh

Station Program

FIT=File Transmissio【

P｢og｢am

TMS-1=Tra=SaCtion Ma=agement

System-1

PDM=PracticalData

Manager

図3 VOSl-Sの構成

機としてのHITAC Mシリーズとの上

位移行性,一貫性を保っている｡

図3にVOSl-Sの構成を示す｡

HITAC Lシリーズ"NHELP”

オンラインシステムの開発

HITAC L-330/340の"NHELP''

(New HitachiEffective Libraryfor

Programming)オンラインシステムは,

オンライン処理に関する専門的知…識が

なくても,答易に,信根性が高い,応

用範囲が広いオンラインシステムを建

設できることをねらいとして開発され

た｡最大の特長は,ユーザーが簡易言

語である"NHELP”を使用して簡単に

業務処‡堅プログラムを作成できること

である｡また,端末装置の操作,ファ

イルの入出力,システムの運転などの

機能及び誤操作やシステムの故障など

に対する回復機能が豊富に組み込まれ

ている｡データ収集処理,照会処理,

帳票発行処理など,広範囲な分野に適

用できるシステムである(図4)｡

インテリジェントクーミナノレ

HITAC L-320シリーズの

エン′ヽンスメント

HITAC L-320で,多様化する顧客

ニーズに対処するため,新規にモデル

8形,9形及びクラスタ形のモデル60

を開発した｡
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図5 ■`HNA”システム構成例

図4 "NHELP”オンラインシステムの機能

l`NHELP''言語

による

業務処理プログラム

作成

⊂コ享

業務処理70ログラムの起動

データの入力と出力

帳票印刷

ヽ

ノl

1

†′

ヽ

システムの運転制御

0
ファイルの入九更新

障害回復

オンライン再開始

(1)HITAC L-320/2～9

(a)HITAC L-320モデル8形,9形

の開発

従来のモデル4形,5形での800字/

画面のディスプレイを1,920字/画面

のディ スプレイに置き替えたモデル

であr),よr)分かりやすい画面表示

が可能である｡

(b) その他のエンハンスメント

OCR-Bフォント活字を読み取る

OCRハンドリーダの支援,及び約1

MB/ボリュームの記憶容量をもつ両

面倍密度フロッピディスクの支援を

行なう｡

(2)HITAC L-320/60の開発

HITAC L-320/60は,HITAC L-320

シリーズのファミリ として,特にマル

表I HITAC M-200H処理装置の性能諸元

N【)一 項 目 性 能

l!マルチプロセッサ台数
】

最大4台

2

主記憶装置

素 子 N-MOS 16k ビット

記 憶 容 量 4～16MB

増 設 単 位 2MB

3
バッファメモリ

容 量 64kB

4 性 能 川TAC M-180の2.5､3.0倍

5

チャネル

種 芋頁

IOP接続台数

バイトマルチプレクサチャネル

ブロックマルチプレクサチャネル

最大 3台/CPU

チャネル接続台数 最大 柑チャネル/CPU

トータルスループット 26MB/秒

注:CPU=中央処理装置

IOP=入出力処理装置
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注二``HNA”構成装置

ホスト計算機:H汀AC Mシリーズ

分散処理計算機:H汀AC L-330/340など

インテリジェント端末:H汀AC ト320など

ナステーショ ンシステムに重点をおい

て開発した分散処理用コンピュータで

ある｡

このシステムは,最大15台までのデ

ィスプレイ又はプリンタをベースとし

たステーションと,高作能:な固定ディ

スクを内蔵したシステム装置とで構成

される｡このため,事業所内に散在す

る現場から,共用ファイルやイ伺別ファ

イルを使用したデ【タ人力,仁ミ票発行

などの同時処理が可能である｡

また操作性や言語仕様は,HITAC

L-320/2～9と同一思想としているた

め,どのようなユーザ【にも親しみや

すく,かつ容易にプログラムの作成や

操作ができるシステムである｡

HITAC M-200H超大形電子計

算1幾の開発

HITAC M-200Hは,HITAC Mシリ

ーズの最+L位機種として位置付けされ,

各種の最新技術を駆使して価格･性能

比の大幅な向上を図った超大形電子計

算機である(表1)｡

主な特長は下記のとおりである｡

(1)先行制御の強化及びサブ･ナノ･秒

論理素子の採用により,HITAC M-180

処理装置の2.5～3倍の処理性能を実

現させている｡

(2)密結合マルチプロセッサの台数を

従来HITAC M-180の2台から4台へ

拡張させ,更に疎結イナマルチプロセッ

サも可能としている｡

′ l
′ ヽ

′

同8寺多重繁イ言

専用端末

ヽ

′
′

/
′

7

ファイル

ホスト･

コンピュータ

通信制御

処理装置

インテリジェント端末

専用端末:HITAC T-580/T-590など

VDS(ビデオ･データ･システム):HけAC9415

RJE端末:HITAC T-540/30など

(3)科イ芋技術計算能力の強化として,

内蔵アレイプロセッサ(IAP)を付加す

ることにより,処理速度を最高4倍程

度まで向_上させることができる｡

(4)550ゲートの大規寿莫集積回路(LSI),

16kビットNMOS記憶装置,読出し時間

7ナノ･秒のバイポーラメモリなど,最

新の半導体技術を大幅に採用している｡

H一丁AC M-180処理装置の機首巨･

一性台巨の弓畠イヒ

HITAC M-180処理装置は,昭和51

年の初号機出荷以来順調に｢ti荷を続け

ており,稼動品質も極めて良好である｡

この間にも,より良い製品とするため

の研究開発を続けてきたが,その結果,

品質,機能･惟能を飛躍的に改善し強

化することができた｡その主要な改善,

強化内容を表2に示すが,それぞれの

項目については製品化した時点で個別

に発表済みである｡これらの強化によ

り,大形科学計算の場合,プログラム

によっては処理時間を数分の一-一に短縮

することができる｡HITAC M-180の

開発当初,将来の拡張性を十分配慮し

ていたのが今回の強化を容易にした｡

日立ネットワーク･アーキテク

チャ"HNA”の開発

オンライン適用分野の多様化,イン

テリジェント端末,分散処理小形計算



ソフトウェア説明

H】TAC

Mシリーズ

ホスト

コンピュータ

FIT

BTAM

BCP

RJE

RTAM

"DDX■'
l

回線交換網

H汀AC

Mシリーズ

ホスト

コンピュータ

CCP

データエントリHITAC Lシリーズリモートパッチ
システム インテリジェントターミナル

ターミナル

DDX

MPP

TMS-4V

∨TAM

NCP

パケット交換網

MPP

TMS-4V

∨TAM

NCP

クラスタ形ターミナルシステム

図6"DDX”によるHITACコンピュータ･ネットワーク例

表2 H什AC M-180処理装置の改善･強

化内容

No. 項 目 特 長

l バッファ記憶拡張機構 容量:16kB-64kB

2

3

アドレス交換バッファ

の拡張(標準装備)

高速演算機構

バッファ数:12畠→256

乗除算の高速化

●浮動小数点乗算の場合:

5～6.3倍

●浮動小数点除算の場合:

l.5～l.9倍

アレイ処理の高速化

4 内蔵アレイプロセッサ
●Z8種のベクトル命令を新設

●標準フォートラン言語を

使用(専用コンパイラを

開発)

5
保守機能の強化

(標準装備)

川ステージ･トレーサの付加

フライト･レコーダと同様

に障害履歴の自動記鐸機能
(Z)パネル操作の自動化

障害時の内部詳細情報の収

集方法を自動化L.修復時

間を短相｡

機の普及といった最近の動向は,匝J線

や端末を複数のオンライン業務,及び

複数のホスト計算機で共有したいなど

のニーズを強めた｡このようなニ【ズ

に対処するため,"HNA小ではHDLC

(High LevelData Link Control),

パケット交換など最新の通信技術を取

り込み,オンライン･ネットワークの

体系化,標準化を行ない,それに従い,

HITAC Mシリーズ,Lシリーズをは

じめとする計算機,端末群を鞍備した｡

"HNA''の侍長の一つは,昭和54年日

本電信電話公社により商用化される新

データ綱(DDX),及び日立パケットネ

ットワークを効果的に使用できるよう,

それらとの接続インタフェースを標準

として用意したことである｡

HITAC

Mシリーズ

ホスト

コンピュータ

CCP

名 称 説 明

BCP
BasioCont｢oIProgram

回線制御プログラム

NCP
Netwo｢kCont｢01Program

通信網制御プログラム

BTAM

Basic T8!ecommunicationAccess

MetIlOd

基本通信アクセス法

RTAM

Remote Terminal

Access M飢hod

RJE用通信アクセス法

VTAM

Vi｢tualTe始commun伯ation

Access Method

仮想通信アクセス法

FIT
FjleT｢ansmissionProgram

ファイル転送用ユーティリティ

RJE
RemoteJobEnt｢y

リモートパッチホストコンピュータ処理

TMS-4V

T｢a【SaCtjonManagem帥t

System-4Virtual

大規模汎用オンラインパッケージ

MPP
MessageP｢ocessingProgram

業務処理プログラム

図5に"HNA”システム構成例を示す｡

日立ネットワークアーキテクチャ

用通信管理ソフトウェア

VTAM/NCPの開発

HITAC Mシリーズの上位オペレー

ティングシステムであるVOS(Virtual

Storage Operating System)2,及び

VOS3で新しい"HNA''(HitachiNeト

work Architecture)用通イ言管理プログ

ラムーVTAM(VirtualTelecommuni_

Cation Access Method:仮想通信ア

クセス法),並びにNCP(Network Con-

troIProgram:通信網制御プログラ

ム)を開発した｡

従来の通信管理プログラムBTAM(基

本通信アクセス法)は､ユーザープログ

ラムがアクセスマクロにより回線上の

デ【タ送受信を直接制御する方式であ

つた｡これに対してVTAM/NCPでは,

通信制御処理装置で実行するNCPが回

線上のデータリンク制御を受け持ち,

VTAMは回線ごとに多重化した論理パ

ス(セション)上のエンドユーザー間の

データ転送を制御する｡回線上のデー

タリンク制御とセション上のデータ転

送は独立に規約を決めることができる

ので,ユーザープログラムは回線種別,

ネットワーク構成などを--一切意識せず

に作成することができる｡以上のほか

にVTAM/NCPには次のような特長が

ある｡

(1)回線及び端末システムを複数の業

務により共用することができ,業務の

多様化に対処できる｡

(2)ホスト計算機側プログラム及び端

末プログラムの通信処理部分の標準化

が進む｡

(3)"DDX”や"HIPANET”をサポート

するので,パケット交授網によるマル

チホスト分散ネットワークシステムな

どの新しいネットワーク構成を組むこ

とができる｡

新データ網サービス"DDX”の

サポート

日本電信電話公社は,ディジタル技

術を基本とした新データ綱サービス

"DDX”(回線交換/パケット交換サービ

ス)を日獅口54年から開始する｡回線交枚

は,昭和52年に提示された料令試案に

よれば速度別及び距離別のイ米留時分課

金が行なわれるが,高速･高品質化(最

大48k BPS)により,特にデ【タの一一括

伝送処理で効果が期待される｡また,パ

ケット交換は高速･高品質化に加え,綱

がメ､ソセージの蓄積交換/多重通信機能

をもっており従来の通信網に比べ飛躍的

にサービス機能が向上する｡パケット交

換は速度無関係及び距離3段階案の情

報量課金のため,回線費用節減が大い

に期待される｡日立製作所では"DDX''

サービス開始に先がけて,小DDX''の効

率的使用を考慮したHITACのハードウ

エアとソフトウェア製品とを開発中で

ある(図6)｡
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回線

回線

通信制御装置

HITAC

M-160ⅠⅠ

CTCA

CIFC

CRT制御用

HIDIC 80

カラー

ディスプレイ

回線

CTCA

CIFC

回線

上位計算機

系統給電

地方給電

磁気ディスク

ファイル

600Mバイト

)チャネル結合
データ交換用

ト=DIC 80

プロセス

入出力装置

データ交換

入出力装置

監視装置,ほか 発電所,ほか

注:CTCA=Chan【e!to Cha[nelAdapte｢

CIFC=Cha〔nellnter†ace Chang8｢

図7 関西電力株式会社の自動給電システム構成図

漢字情報処理システムを開発

漢字情報処理システム及び同時に開

発したノンインパクトプリンタサブシ

ステムは,官公庁,流通業,金融保険

業,地方自治体などの業務から適用が

順次広がってきている｡昭和53年は,

漢字データの入力から出力まで一貫し

た処理が可能なi英字システムサポート

ソフトウェアを,VOS(VirtualSto-

rage Operating System)2及びVOS

3で完成し,また情報検索用のスタン

ドアロン形HITAC T-590/30i英字ビデ

オデ"タ･タMミナルを開発した｡

新しい‡実字ビデオデータ･ターミナ

ルは,T560/40形に比べて,画面の表

示文字数が640字に増加され,また文

字合成･上つき･下つきの機能が追加

され,科学技術情報ほか広く情報管理

検索分野での適用が期待される｡

プリンタでは,多種多様な顧客業務

により多く役立つことを目指した機能

向上の開発を進めている｡その主なも

のとしては,H-8196形漢字プリンタ及

びH-8197形ノンインパクトプリンタで,

用紙幅と長さの拡張及びそれに伴う有

効印字幅の拡張,フイルムオーバレイ

による書式フォーマットの印刷並びに

磁気テープ接続によるオフラインシス

テムのサポート機能である｡

漢字情報処理システムは,図形を含

む出力の多様化,事務処理分野での省

力化と低コスト化,日本語による情報

管理検索など,その適用を拡大をする

ための課題は多い｡これらの課題に取
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図8 制御用計算1幾H旧IC 80-E

r)組み,顧客のニーズに合った漢字シ

ステムをコンピュータの汎用システム

として使用できるよう新しい技術の開

発に努力をしている｡

H一丁AC Mシリーズ･HIDIC 80

轟吉舎システム"HDCS''の開発

最近,コンピュータ利用の多様化に

伴って,汎用計算機と制御用計算機と

を有機的に結合し,--･一つのシステムと

して運用する要望が強まりつつある｡

そこで,汎用計算機であるHITAC M

シリーズと利子卸用計算機であるHIDIC

80とを結合し,統一のとれたシステム

としての"HDCS''(HitacbiDistribut-

ed ControISystem)を開発した｡

主な特長は,(1)データベMス機能,

センサベース機能など各々の計算機の

得意とする機能をシステムとして利用

できる｡(2)HIDIC80のプログラムを

HITAC Mシリーズを用し､て作成でき,

HIDIC80ヘリモートロードする機能な

ど,操作性,保守性に優れている｡(3)

チャネル接続,回線接続の二つの標準

･接続方式によr)柔軟性のあるシステム

構成ができる｡

関西電力株式会社の自動給電システ

ム(図7)は,HDCSを壬采用し,電力系

統運用自動化に必要な幅広い高度な機

能をもったシステムの例である｡

制笹口用計算機
制御用計算機HIDtC 80-E

システムの開発

最近の計算機制御の動向として,広

範囲に散在するデータを収集し,ファ

イル処至里や高速ラ寅算を行なう情報処理

能力が,従来からの制御の機能に加え

重要になっている｡このようなニーズ

に対応するため,HIDIC80シリーズの

-最上位機種として,次に述べるような

性能,機能を実現する制御用計算機

HIDIC80-Eシステムを開発した(図8,

表3)｡

(1)平均命令実行時間1/ノSの高速処理

能力

(2)リアルタイム処理に適し,また高

速ハードウェアマッピング機構による

最大512k語の主メモリ実装

(3)新しい市場ニーズに対応した豊富

な特殊音寅算プロセッサ群を開発

(4)カラーセミグラフィックCRT,300M

バイトディスクメモリなどの高性能イ

ンテリジュント入出力装置の開発

(5)マルチシステム構成,HIDICシリ

ーズネットワーク組込みによる高信栢

度分散システムを実現

(6)HIDIC高級言語PCLに加えて,構

造化プログラミング言語SPL,FORT

RAN,BASICによるソフトウェア生

産性,保守性の大幅向上

これらにより,HIDICシリーズは,

COMET(Consolidated Modular En･

gineering Tecbnology)思想(ユニコ

ンセプト,モジュール化技法,マルチ



図柑 性能設計評価プログラム

"H什EST'ソP-SPEEDの全体構成

図9 シーケンスコントローラHIDIC-S

コンピュータアーキテクチャ)のもと

に,HIDIC O8-E,80,80-Eとシリー

ズ化を完成し,小規模から大規模まで

多面,多様にわたる計算機制御システ

ムへの対応が可能となった｡

シーケンスコントローラ

HIDIC-Sの開発

HIDIC-S(図9)は,高性能,高信頼

性に加え,可搬形の回路図方式会話形

プログラミング装置と組み合わせ,プ

ログラムの作成,調整から稼動後の保

守に至るまで,一貫してユ】ザーの使

いやすさを追求して開発された｡

主な特長は下記のとおりである｡

表3 HIDIC80-E処理装置の概略仕様

設計プログラム

●コンピュータ構成

CPUやドラムなどの結合関係.

データ転送速度など

●タスクのメモリ配置
決定プログラム
SPEED-PA

●タスクのメモリ配置

Pr

Pd

Pん

Pg

P汀 P占 Pr PJ

評価プログラム

●テーブルのメモリ配置
決定プログラム
SPEED一丁A

●ソフトウェア構成
タスク処理時間.
起動周期など

タスクの起動タイミン
決定プログラム
SPEED一IA

●テーブルのメモリ配置

主メモリーご訪二記号三■
匡]ヨ匡Ⅰ∃

●計算機負荷シミュレータ
SPEED-OLS

●計算機負荷

CP〕:40%

ドラム:35%
ディスク:20%

注:PA=Program Allocator

TA=Table Al】ocator

面●タスクの起動タイミング

→時刻

巨≡出
2 3 4 5

●応答性能評価プログラム
SPEED-RSA

●プログラム応答時間

巨書芸堅箋

lA=lmtiation Timing Al10CatOr

RSA=Response Sensibility Analizer

(1)リレーシンボルキーを押すだけで,

リ レー回路図そのままのイメージでプ

ログラムの作成と修正が可能である｡

(2)CRT(Cathode Ray Tube)画面

に表示される回路図上に接点及び出力

リ レーのオンオフニ状態,回路の活線及

び非括線状態を表示することにより動

作モニタリングが可能である｡

(3)プロセス入rH力装置,機械設備が

ない二状態でもシーケンス動作のシミュ

レーションが可能である｡

(4)簡単な数値演算処理機能,HIDIC

80,HIDIC O8-Eなど上位コンピュー

タとのリンケージ機能,タイプライタ

によるリレー回路図作成機能などが可

能である｡

項 目 仕 様

主記憶装置

容 量 64～512k語

ア ク セ ス 幅 32ビット

サイクルタイム 0.48/+S

イ ンタリ ープ Zウェイ

演 算 部

命 令 数 137＋14(オプション)
レ ジ ス タ 演算2,ペース3,インデックス3

アドレス修飾 ベースインデックスニ重修飾

演算時間

加減算(レジスタメモリ) 0.48/∠S

乗 算 l.36/ノS

浮動小数点加算 0.76/ノS

浮動小数点乗算 l.44′JS

割込制御
レ ベ ル 数 4

要因判定処理 ベクタリング機能(256×4)

入出力制御

DMA転送速度 4M語/s

PC工0転送速度 40k語/s

最 大 工/0 数 255

環 境
温 度 0～50bc

湿 度 10～90%

諸 機 能
倍精度浮動小数点演算機構,ファームウェア.工PL,メモリプ

ロテクト,バッテリーパックアップ,拡張パス機構

制御用ソフトウェア一貫テスト

システム"HITEST”の開発

ソフトウェアのテスト,デバッグ作

業の品質及び効率の向上は,ソフトウ

ェアエンジニアリングの分野で解決す

べき重要な課題の一つである｡"HITE

ST”(HitachiIntegrated Test Sys･

tem)は,このようなニーズにこたえて

制御用計算機向けに開発されたシステ

ムであり,その特長を以下に述べると

ともに,構成及び機能を表4に示す｡

(1)性能テスト,機能テストをテスト

の2本の柱としている｡

(2)テスト手順の標準化,自動化が実

現できる｡

表4``H什EST”の構成と機能

テストの分･類 ツ ー

ル 名 1幾 能

性能テスト ▲`HITEST”/P

SPEED
●システム性能最適言箕計支援横能

●システム性能事前評価機能

稼動管‡里
●システム･オンライン性能解析用

データ1収集機能

機能テスト "H】TEST”/F

TPL

●テスト手順の自動化ヰ幾能

●テスト結果の自動照合･印字機能

●テストデータの設定機能

●プロセス入出力のシミュレーシ

ヨン機能

●テスト手泰売きの共通利用機能

PSTS

●モデルを用いたプラント･プロ

セスのダイナミックシミュレー

ション機能

注:"H什EST'ソP=``HlTEST'ソPerformance

SPEED=System Performance Evah+ati=g･E=S=ring and Desig=ing

System

■`HIT巨ST”ノF=■`H什EST'ソFunction

TPL=Test Program La=guage

PSTS=P｢ocess Sim=lation Test System
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図IIH什AC T-590/13総合予約端末システム
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(3)単体テストから総合オンラインテ

ストまで,同一のテスト手順記述言語

が使用できる｡

(4)テスト結果の見やすいドキュメン

ト化が可能である｡

(5)模才疑オンライン環j寛が容易に実現

できる｡

以上の機能により,信頼性の高いソフ

トウェア開発が早期に実現することが

できる｡

制御用計算機システムの･性能設

計評価プログラム"HITEST”/

P-SPEEDの開発

"HITEST”p-SPEED(System Per-

formance Evaluating,Ensuring and

Designing System)は,制御用計算機

システムの応答性能を設計の初期段階

で言平価するために開発したプログラム

である(図10)｡

応答性能は,設計後期で決まるハー

ドウエアの詳細な利用形態に大きく影響

されるため,設計初期段階での性能把

握が難しい｡"HITEST'ソP-SPEED

は,設計初期段階で得られる簡単なデ

ータ(プログラムーテーブル関係,メモ

リ容量など)からハードウェア利用形態

の主要項目(テーブル配置,プログラム

配置,起動タイミング)を自動的に決定

し,シミュレーション手法を用いてシ

ステムの応答時間を予測する｡"HITE

ST'ソP-SPEEDを利用すれば,シス

テム計画設計段階で応答性能を的確か

5S

つ容易に把握でき,性能不良システム

の早期発見,及びその対策に役立てる

ことができる｡

′､イブリッド計算機
多変数関数発生器の開発

航空機,ロケットなどの動特惟を高

速で模擬しようとするとき,空力係数

などの多変数関数の発生方法が問題と

なる｡今回開発した多変数関数発生器

DDFG(DigitalDifferentialFunction

Generator)を,ディジタル方式のシミ

ュレータ用計算機DS-1000と連動する

表5 主な仕様と性能

No, 項 且 仕 様･性 能

l 方 式 勾配方式

2 各モードの変数と

分割台数

モード(= F川:8台 F(J.甘):0台

モード(Z) Fけ):4台 Fけ.y):2台

モード(3) F仙:0台 F(J.〟〕:4台

モード(4) Fけ,身.ヱ,:I台 F(九Fけ.y):0台

3 析 点 数
Fげ,:64点 Fけ.yj:32×32点

F(J.y.～,:16×柑×8点

4 処 ‡里 時 間

各モード61〃Sで処理

(芸三器■2糾sの演算速)

図12 HITAC T-590/ll

証券情報問合せシステム

ことにより,あらかじめDDFG内に設

定され格納されている勾配値を,テー

ブルルックアップ方式によって読み出

し,DS-1000内の演算速度を損なうこ

となく,容易に1～3の多変数関数を

含む高速シミュレーションを行なうこ

とができる｡表5に,DDFGの主な仕

様及び性能を示す｡

端末機器
H一丁AC T-590/13総合予約端

末システム

HITAC T-590/13総合予約端末シス

テムを株式会社日本‾交通公社から′受注

し,開発した｡このシステムは,ター

ミナルコントローラ,キーセット ビデ

オターミナル及び発券プリンタで構成

される(図‖)｡

主な特長を二大に述べる｡(1)キーセッ

トビテナオターミナルは,文字パターン

を内蔵し,1,586字の表示のほか豊富

なローカルガイド(32種)に従った多項H

(2,880項目),漢走入力が可能である｡

(2)発券プリンタも文字パターンを内蔵

し,18ピンワイヤドット方式で高品

質の漢字,OCR(OpticalCharacter

Reader)文字,バーコードなどを高速

(500ドット/秒)で印字が可能である｡

更に,2プラテン方式で同時に2種の

券片が印字可能である｡(3)ターミナル

コントローラは,最大12台の端末制御

が可能である｡



図13 HT-582小B形テラー窓口装置

磯

HITAC T-590/11

証券･情報問合せシステム

近年,仝l司の証券会社で稼動中の証

券情報問合せシステムQUICKビデオーⅠ

(H-9905ディスプレイ装置)は,証券ビ

ジネスに欠かせない存在になっている｡

このシステムはH-9905ディスプレイ装

置の機能拡張版として,一-一一段と高度な

証券情報サービスを望むユーザⅥの要

望にこたえ,コストパーフォーマンス

を重視して開発されたもので,QUICK

ビデオーⅠⅠとして稼動している｡主な特

長を次に述べる｡

(1) ミニコンピュータを内蔵し,イン

テリジュント機能がある｡

(2)i英字,平イ反名の表示及び画面の分

割使用により,表示画面を見やすく,

内容を-一段と豊吉にできる｡

(3)時々刻々に変動する情報をグラフ

で表示できる｡

(4)高度な画面編集機能及び自動更新

機能があり,操作が簡単である(図12)｡

HT-5824-A/B形テラー窓口装置

この装置は,銀行の窓U(テラー)業

務の合理化を目的に京都信用金庫との

共同研究により開発された窓口装置で

あー),次の2機種である｡

(1)HT-5824-A形テラ【窓口装置(複

雑業務用)

(2)HT-5824-B形テラー窓口装置(単

純業務用)

A形窓口装置は,既開発の窓口装置

■l

柳肝■

轟【州11t‡ 細閉i萱

ヽ図14

保険業務用キーボードプリンタ

HITAC T-5839

中

図15 HITAC T-550/30分散形OCRシステム

と同様に通帳,伝票挿入口を個別にも

ち,テラー業務のほか,後方業務も処

理できる｡一方,B形窓口装置は,通

帳/伝票の挿入口を1箇所とし,プリン

タの小形化を行ない,装置外形を小形

化して,テラーカウンタ内に設置しや

すいようにした｡またオペレータの操

作部は,A形B形ともオペレータの操

作ノ性を向上するため,表示部も含めて

本体から分離し,テラM机の上に置け

るようにした｡

図13にB形窓口装置♂)外観を示す｡

HITAC T-5839

保険業務用キーボードプリンタ

この装置(図14)は,HITAC T-580/

20システムの一端末として,多岐にわ

たる保険関係の業務を答易に,かつ高

速に処‡里することを目的として開発し

たもので,高速印字(100字/秒)を行な

う トソト式とOCR対応の可能な活字式

の2機種があり,二大に述べるような特

長をもっている｡

(1)各種フォーマットの用紙を使用す

るのに一最適なオートインサータ(最大幅

15in)を備えておI),このインサータに

よりOCRの対応を単票で処理すること

ができる｡

(2)ディスプレイ(40桁×4行)及び回

転表示盤(9種×12面)を備え,きめ細

かいガイダンスを行なえる｡

(3)静かな事務所内に設置されること

を考慮し,音質･音量の両面から騒音

の低i成が図られている｡

HITAC T-550/30

分散形OCRシステム

本機は,基本構成のレンタル料が20

7ブ円以下と低価格にもかかわらず,読

取文字種はi苗字の数字,英字はもとよ

り,手書きの数字,英字,片仮名,記

号まで可能である｡更にフロ､ソビディ

スクに出力する際誤F)のないデ耶タと

なるよう,豊富なチェック機能を具備

しており,操作性も優れている｡また

この装置の出力フロッピディ スクを

HITAC L-320やHITAC1740で才及う

ことができるので,これらの装置との

組合せにより,種々の分散処理形態が

可能である(図15)｡

VOS2/VOS3ノンインノヾクト

フPリンクサポートソフトウェア

の開発

HITAC Mシリーズの新しい出力機

器として,レ叩ザビームを利用した高

速プリンタH-8197ノンインパクトプリ

ンタを完成した｡このノンインパクト

プリンタの新しい機能を簡便に使える

ように,汎用オペレーティ ングシステ

ムであるVOS(VirtualStorage Ope-

rating System)2及びVOS3では図16

に示すような概念で機能拡充を行なっ

た｡その特長は二大に述べる3点である｡

(1)従来のユーザープログラムの変‾更

なく,JCL(ジョブ制御言言吾)の変更だ

けで新機能の利用が可能である｡
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制御文 制御文

JSDIMAGE

+STFOG

傑㌍㌢)

SYSl

lMAGE

いB

書式

ライブラリ

ユーザー
プログラム

ジョブ管理

ノンインパクト
プリンタ用

DD文の
オペランド

出力ライタ

P〕T/WRITE

声帯冒■
SETPRT

■■-→
イメージの変更

SETPRT

-■■■■◆

姦基‾ジの

データ管王里

ノンインパクト
プリンタ用

マクロ
(SET開T)
琳卜

図柑 VOS2/VOS3におけるノンインパクトプリンタサポートの概念

図17 小形ディスク装置のファミリ

小袖峨姦ンざ楓常～､っ

図柑 中華人民共和国中央気象局納めBQSシステム

(2)ノンインパクトプリンタに対する各

種の制御情報を簡単に作成できるユー

ティリティプログラムの提供

(3)データの印刷と同時に用紙の書

式も印刷する書式オーバレイ機能のサ

ポート

′J､形ディスク装置

固定ヘッド磁気ディスク装置を皮切

りとして始まった小形磁気ディスク装

置のOEM(OriginalEquipment Manu･

facture)製品も既に約10年を経た｡そ

の間に市場の幅広いニーズに応ずるた

め,エンハンス機種,各種新機種が開

発されてきた｡ここに現在の小形磁気

ディスクのファミリを紹介する(図17)｡

(1)低価格,媒体交換形のフロッピデ
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H-8柑7

ノンインパクト
プリンタ

ヤJ■耕

イスク駆動装置:FDDlOIA,201,401

(2)低ビットコスト,可動ヘッド形の

固定ディスク駆動装置:MFD90,DK

62各シリ【ズ

(3)高速アクセスの同定ヘッド耳遠気デ

ィスク記憶装置:FHD50A,100,150

各シリーズ

情報処理

中華人民共和匡l中央気象局納め

BQSシステム

BQSシステム(北京気象中枢系統)

は,中華人民共和国中央気象局へ納入

した気象情報システムである｡ニのシ

ステムは,｢気象観測網の充実を通じ世

界各国が気象情報を交換し,相互利用

することで地球全体の気象を把握し,

人類に貢献する｡+という世界気象監

視計画(WWW計画)に沿って建設した

もので,中華人民共和国中央気象局と

日立製作所が共同開発したシステムで

ある｡主な業務は,気象情報の中継･

編集･集配及び天気図作成や数値解

析であり,これを支える技術は最新の

HITAC Mシリーズのハードウェア,

ソフトウェアと高信頼作を確保するシ

ステム技術である｡大きな特長は,高

信頼性を実現するため種々の配慮を施

したことにあり,特に監視機能の強化

や障害検出時の自動切替えなど独創的

運転方式を採用し,高信頼度運転を図

っている(図18)｡

株式会社コマンド納め

HITAC L-340システム

婦人服製造卸売業である株式会社コ

マンドでは,昭和47年にHITAC 8150

システムを導入し,販売管理(売上仕

入請求)業務などのEDPS(Electronic

Data Processing System)化を行な

ってきた｡今回支店業務分散処理によ

る経営管理情報体系の強化を目的とし

て,HITAC L-340,L-320システム

を導入した｡これらのシステムでは,

本社設置のHITAC L-340で商品製造

メ犬態を集中管理することにより,各支

店からの商品需要に対する供給調整を

行なう｡支店設置のHITAC L-320で

は販売請求業務などを行なうことによ

り,支店業務の分散化を実現している｡

この分散処理システムにより商品販売



コンソール

コンソーノレ

産声

製造工場

HITAC
L-320

一重タ

本社

在庫
問合せ

膠:

営業

直営小売店

注:■-一 物流

･一 情報 屋戸

HlTAC

L-340

貞夢

支店

HITAC

L-320

一般小売店

l占守

消 費 者

区‥9 将来システム概念図

動向の情報収集を行ない,本社情報管

理機能の強化を図っている｡

将来計画として,全支店及び製造工

場にHITAC L-320を導入し,オンラ

イン化による分散処理システムを拡充

強化する予定である｡これにより,製

造から販売までの商品情報を集中管

理し,マ【ケソト需要に対してタイム

リーに商品供給を行なう商品供給シス

テムの実現を目指しており,このシス

テムの実施により,ファツション業界

での代表システムとなることが期待で

きる(図柑)｡

日本国有鉄道車両検修工場用
HITAC +-330システム

日本国有鉄道の車両検修工場では,

全国27工場を9ブロックに分け,工作

情報管理システム(KICS)によって工

場管理業務の近代化が進められている｡

このたび,サービスの向上,業務増への

対処を目的としてHITAClO,HITAC

9000及びオフラインパンチをHITAC

L-330,HITAC1740データエントリ

システムにリプレースし,従来のカー

ド,紙テープベースのシステムからフ

ロッピディスクベースのシステムに移

行した(図20)｡なお,HITAC L-330

では工場間伝送データのチェック･編

集業務,車両検修に密着する業務,各

種管理上必要とする情報の検索などの

業務を逐次実施することにしている｡

通
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図20 ブロック内におけるネットワーク構成例

スーパバイザ VOS2/VOS3

TMS¶4V(オンライン)

屯
業務処理プログラム

(オンライン)

ン

M
B
桝
F
･
T
つ

デ
ー
タ
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ー
タ
セ
ッ
ト
群

TMS-

4V

(オフライン)

図2t "HIBASS''の位置づけ

業務処理プログラム

(オフライン)

銀行オンラインシステム標準化

′ヾッケージ"HIBASS”

HITAC Mシリーズによる銀行オン

ライン構築用制御パッケージとして,

TMS-4V(Transaction Management

System-4V)及びFMB(File Manager

for】〕amks)を開発してきたが,ユー

ザー負荷の軽減を追求する標準化の第

二弾として,"HIBASS''(HitachiBank-

ing Application Support System)を

開発した(図2り｡このパッケージは以

下に述べるような四つの機能をもつ独

立したプログラムから構成されており,

FMB

(オフライン)

SVSAM

8DAM

8.SAM

注二匡≡司 業務処王里70日グラム

⊂:=コ VOS2/3,TMS-4V,

‾㍑冨ss'■1喜…賢一B
注:BTAM=Basic Telecommunicaい0n Access Method

VTAM=VirtualTelecommunioation Access Method

SVSAM=SpecialVirtualStorage Access Method

BDAM=8asic D什ect Acoess Method

BSAM=Basjc Seque〔tialAocess Method

選択して使用することができる｡

(1)OSP(Operation Support Prog-

ram)……オンライン開始終了処理,

運用指令処理などの運転サポート機能

(2)AFM(AttachedFileManagement

Program)=‥‥オンライン環境下での

各種ファイルアクセス管理機能

(3)CAP-B(CommonApplicationSub

Program for Banks)‥…･日付,検証

数字,利息計算などの｢共通部品+

(4)BSP(Batch Support Program)

……オンライン付帯バッチ処理に必要

な業務情報を抽出する機能
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図23 PCSSの概要と特徴 インプット アウトプット

図22 MADEMASS-LOANSの3横能

鼠誤

落語

取引情報表示

H-9415VDT

シミュ

レーション

最適化計算

＼

l

〃

VOS2/EDOS-MSO

CIRD*システム

MADEMASS苧*
+OANS

情報･検索

シミュ

レーション

最適化 ＼□
取引先データベース

注:* CIRD=ConversationalInformation Retrievaland Display

** MADEMASS=Management Decision Making Support SYStem

金融機関向け融資先収益性分析

システム"MADEMASS-LOANS”

MADEMASS(Management Decision

Making Support System)-LOANSは,

金融機関での貸付先別の収益性管理及

び融資案件審査業務を支援するために

開発された会話形意思決定支援システ

ムである｡(1)情報検索,(2)シミュレー

ション,(3)最適化計算の三つの機能が

システム的に統合されており,ユーザー

はH-9415ビデオデータターミナルを介

して取引先情報検索表示,取引内容･

取引条件の追加変更についてのシミュ

レーション,取引条件の最適化などを

自由に行なえる｡LOANSの処理する

主な情報は,顧客属性,時系列二取引明

細(貸付･預金)及び収益性管理情報(荒

利益,貸出収益率,実質金利など)であ

る｡LOANSは,EDOS/EDOS-MSO/

VOS2のもとで稼動する(匡122)｡

生産工程制御システム･シミュ

レータ■`pcSS”

製品の需要変動が頻繁に発生するコニ

場では,製品のプロダクト･ミックス

が変化する｡仕掛りを制御するために,

平均的70ログクト･､ミックスを前提に

設定したリードタイムを使うシステム

では,月々の仕掛り量を予測すること

が重要になる｡PCSS(ProductionCom･

troISystem Simulator)は,図23の情

報を入力すれば仕掛り量だけでなく,
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●実行制御パラメータ

シミュレーション･モード

シミュレーション期間

カレンダ

●生産工程定義パラメータ

ライン,ショップ,マシン,

能力(=稼動時間)

●エ程手順データ

工程.エ程順序,

加工ショップ,加エマシン

●スケジュール･データ

作業日程計画

●スケジュール･ジェネレー

ション･パラメータ

●ト

生産工程制御

シミュレータ

PCSS

1スケジュール
ジェネレータ

･ロット別作業経過表

･機械別口ット別作業経過表

トータル･リードタイム統計表

･エ程別リード･タイム統計表

･エ程別滞留ロット数統計表

･エ程別機械別稼動率表

･工程別機械別段取回数統計表

･納期遅延状況一覧表

PCSSの特徴

(1)既存のデータ(例えば,エ程手順データなど)をできるだけそのまま利用で
きるようにしている｡

(2)エ程内の初期仕掛量を設定しやすいよう,過去のスケジュールを入力でき
るようにしている｡

(3ト部のエ程だけでなく,エ場全体の長期間シミュレーションを短時間で行
なえるよう工程モデルをショップ単位でも行なえるようにしている0
(4)用途やデータの準備に掛けられるエ数によって,リードタイムと正味加工時
時間によるシミュレーションを行なえるようにしている｡

(5)スケジュールに沿って物を渡す方式と,たれ流しの二つの方式を用意して
いる｡

注:PCSS=Prod]Ction ControISystem Simulato｢

設備の稼動状況,納期遅延の有無など

の実績情報を出力する｡PCSSは,生

産管手堅システム開発支援ツールである｡

PCSSを適用して得た有効性の事例

を紹介する｡(1)本番開始以前に,開発

システム稼動後の生産力犬況の姿を把握

できた｡(2)利用者は,この情報から開

発システムが,ほぼ目標値を満足でき

ること,開発システムの製品のライン
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1.受注から出荷までのり-ド

タイムの短絡

(1)タイムリーな補充発注処理

(2)エ場倉庫から地区物流センタ

ヘの自動補給

(3)出荷業務と出荷箱示の同期化

2.顧客サービスの向上

川顧客に対する充実Lた情尋の

提供

(2)受注一納期管理の徹底

(3)品質管王里の徹底

3.在庫確執与信限度チェック

の精度向上

(1)在庫慎報の正確な把握

(2)遠隔地の物流拠点に対する

情旬格差を解消

(3)販売実鼠受注残情報の

早期把握

4.販売業務(受注,出御に

要する人員の削減と作業軽減

(りロケーション管理による

正確迅速なピッキング

(2)帳票発行の自動化

(3)受注訂正戊肖しに件う事務の

自動化

ネット

ワーク
特性

受注管理

在庫管‡里

出荷･配

送管王里

顧客管理

倉庫管理

売掛

回収管王里

1.ネットワーク構成

(りH】TACM-1弧･HITACM‾160ⅠⅠ

(2)H汀ACM-170

(3)H【TACL-320･H汀AC9415

(4)特定回線

(5)公衆回線

2.在庫管理方式

=)ロケーション管理

(2)ロット管理

3.販売管理方式

(1)ルート販売方式

(2)割当額売方式

4.出力帳票

‥)ピッキングIjスト

(2)受注一覧表

5.データ形式

(1)入力データ形式

(2)出力データ形式

(3)ファイル形式

6.引当方式

(1)即時引当

(2ト括引当

7.計算処理

(1)金額計算

(2川ベート計算

(3)運賃計算
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図25 DAPSによるオーダエントリシステム建設手順

会社の事務の標準化と省力化を目的と

して,日産自動車株式会社,自動車販

売会社及び日立製作所が共同で開発し

た標準ア70りケーション･パ､ソケージ

である｡このパ､ソケージは,販売会社

での基礎情報の一ナ己管理を実現するた

めデータベースを指向しており,各販

売会社で共通に利用できる｡

また,このシステムは7業務サブシ

ステムから構成されておr),各サブシ

ステムごとの利用が可能である(図24)｡

更に,支援プログラムと

プ､ソト,汎用セレクショ

ラムがサポートきれる｡

品の物流業務については,

システムもサポートされ,

開始している｡

して汎用イン

ンの各プログ

なお車両,部

オンライ ン･

順次稼動を

物流情報管理システム支援′ヾッ

ケージ

物流情報管理システムDICS(Distri-

butionI血ormation and ControISystem)

のサブモジュールであるオーダエント

リシステムの建設ツールとして,DAPS

(Distribution Application Processer

System)を,また,マーケテイングシ

ステムの流通段階分析ツールとして,

流通チャネル構造解析システムを開発

した｡

オーダエントリシステムの建設に当

たって,営業所,工場,倉庫などの部

門ごとにニーズを分析し,業務設計基

準書に即して機能設計を行なう｡決定

された業務仕様を定義シートに記入す

受注処理

入庫処理

受注訂正処理

受注取消処理

出庫処理

出荷指図処理

発伝処理

移庫処理

配送指図処‡里

出荷報告処理

製造指図処理

ることにより,DAPSは部品化したモ

ジュールを使用してオーダエントリ シ

ステムを生成する(匡125)｡生成されたモ

ジュールの特長は,システム全1本とし

ての整合性を保持し,ビルディングブ

ロック方式の採用により,機能拡張や

変更が容易に行なえるため,ユーザー

ニーズに適したシステムを短期間で実

現できる｡

流通チャネル構造解析システムは,

メーカーが直接知り得ない市場の実需

要量や在J奉呈を,出荷データ･返品

データから推定するソフトウェアパ､ソ

ケージである｡これは,メーカーが生

産量決定や傘下の卸･小売店への販売

戦略立案をサポートするために極めて

有効なツールとなる｡
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現状表示
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代替案作成

サブ･システム
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サブ･システム

(瓢ナ替え操作)

指図書作成

サブtシステム

(預け替え操作明細)

銀行別預金

ファイル

入出金操作

ダミー･ファイル

預け替え操作

ダミー･ファイル

ソーダ商事株式会社における

"HICAMS■'適用事例

化学薬品商社であるソーダ商事株式

会社では,管理計画業務がシステマテ

イツタに行なえるように,業務を支援す

るプログラムとして享充適業向け汎用アプ

リケーション･パッケージ``HICAMS''

(HitachiComputer Assisted M弧age-

ment System)の採用に踏み切った｡採

用したソフトウェアは,業務別ソフト

ウェアの資金管理のサブ･モジュール

である資金操作シミュレータである｡

資金操作シミュレータは,資金繰り業

務を六つの機能に分類し,構成されて

いる｡図26に構成を示す｡ソーダ商事

株式会社では,"HICAMS''を採用し,

(1)プログラムの保守性の向上,(2)シス

テム設計･建設の短縮といった大きな

効果を挙げ,他のモジュールも現在検

討中である｡

地方自治体向けアフPリケーション

地方自治体の電子計算機利用は,大

量反復事務の機才戒化を行なった第1期

を経て,現在,図27に示すような電子

計算機の高度利用を目指している｡

関西地区ユーザーでは,HITAC Mシ

リーズへの移行を契機に業務の拡大に

着手した｡

(1)窓口業務のオンライン

加古ノーl市では,HITAC M-150によ

り住民への窓口サービスの向上を目指
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図26 資金操作シミュレータの構成

図27 地方自ブ台体におけるアプリケーション
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システム

■電誹

■

●

●
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して,4税と水道の統合オンライン･

システムが稼動した｡

(2)都市経常支援システム

三夫木市では,日立製作所との共同研

究によりHITAC M-160ⅠⅠによりシス

テム･ダイナミ ックス･シミュレータ

を利用し,1大都市圏での近郊都市モデ

ルを開発した｡

(3)内部業務のオンライン

西宮市では,HITAC M-170により

オンライ ン･データ･ベースを利用し

て,財務会計のオンラインが稼動した｡

医療事務標準システムパッケージ
"HIHOPS”

このパッケージはHITAC Mシリー

ズ及びHITAC L-340システムに適用

する医療事務標準システムパ､ソケージ

であり,HITAC8000シリーズ用の"HI･

HOPS-1(HitachiHospitalSystem-

1)''にご大の改良を加えた｡

(1)プログラム構造にテーブル形式を

大幅に採用し,医療費の改訂にも容易

に対処できるようにした｡

(2)端末の操作は会話形式としてデー

タ入力を容易にした｡

(3)病歴管理などの業務拡張に備えて,

患者ファイルにはデータベース(PDM)

を採用した｡

(4)多様な病院のニーズに対応するた

め,統計表の作成には簡易言語をj采用

できるようにした｡

外部情報
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計画情報
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デ
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集
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蓄
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T
統計データ
処理

報情約集

市長,助役などd
トップ

T
⊂〕

1
各部署の
計画担当者

(将来構想)

今後更に改良を加えて,医う寮福祉に

役立つものとする予定である(図28)｡

高機能会話形マイクロフィッシュ

情報検索システム

マイクロフィッシュ化された情報を,

ミニコンピュータHITAC-10ⅠⅠと会

話しながら検索するシステム(仮称:

HitaclliInte11igent ResponseInfor-

mation System)を開発した(図29)｡従

来のEDP(Electronic Data Processing)

化情報検索の弱点とされてきた｢索引体

系の不斉一+,｢検索操作の難解さ+及

び｢データ保守の煩雑さ+の解決を意図

しており,企業･研究室内の情報サー

ビス全般に適用が可能である｡日立製

作所では全社的な信頼性管理業務の基

礎手段として,実利用している｡その

特徴を以下に記す｡(1)情報を複数の観

点から多次元的に分類し検索できるマ

ルチ･ファセット･シソーラスの導入,

(2)論理和や論】里積などの面倒な問合せ

処理の自動化,(3)類似性の高い情報に

まで検索範囲を拡大する機能,(4)キー

ワード利用頻度統計などの保守支援

機能｡

標準運用管理システム"HOPSS”

近年,EDPシステムは多様化して

おり,運用の効率化についてユーザー

の関心が高まりつつある｡しかし,運
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図29 会話形マイクロフィッシュ情報検索システム機器構成

用はユーザーごとに特徴があり,運用形

態も異なることから個別システムが多

い｡ここに,今までの実績をもとに標

準化し,共通化した運用管理システム

"HOPSS''(HitachiOperating Support

SysteⅡl)について紹介する｡このシス

テムは,運用の効率向上と省力化を支

援するもので,機能の構成を図30に

示す｡

システムの特長は,(1)機能の独立化

図30 システ

ム機能構成図

デ
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とモジュール化により,分割サポート

が可能である｡(2)システムの構造を標

準化しており,機能に拡張性がある｡

また,システムの適用効果としては,

(1)JCL(Job ControILan卯age),作業

作業実績管理機能

積動実績管理機能

ファイル満期管理機能

作業繰越機能

ーHOPSS【システムリカバリー横能

一
小
リ
ユ
ー
ム
マ
ス
タ

準備書などの自動作成による作業精度

の向上,(2)各種ファイル,媒体管理の

自動化,(3)作業の省力化,リラン処理

の削減による使用効率の向上が挙げら

れる｡
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